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圧縮センシングとは計測の効率を向上させる試みのことであり，特にスパース
モデリングを活用するものを指すことが多い．スパースとは「疎ら」を意味し，適
切な基底展開で表現したときにゼロでない値をとる係数が少なく疎らであること
を言う．スパースモデリングとは，研究者が，計測対象に内在するスパース性を
仮説として見出すことであり，その仮説に基づいて効率の良いデータ取得やデー
タ解析の手法について検討することである．本セミナーでは物性科学で用いられ
る走査トンネル分光法を例に圧縮センシングについて説明し [1]，スパースモデ
リングが仮説に過ぎないことによる限界やその限界を突破するための可能性につ
いて議論する [2,3]．
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